
➢国の機関の多くで利用が可能です。

➢インターネット環境があれば、いつでもどこでも利用
することができるため、締切直前でもオンラインによ
る対応が可能です。

➢簡単に遠方機関の調達案件や同時に複数の調達案件に
参加することができます。

➢紙書類の準備・郵送の作業負荷、提出・入札のための
移動等のコストが削減可能です。

競争参加資格確認申請と入札には
電子調達システムが便利です。

～ ～

電子調達システムの利用によるメリット

電子調達システムを新たに利用するには、環境の準備、電子
証明書の取得、調達ポータルへの利用者登録が必要です。
詳しくは以下のＵＲＬをご確認ください。
https://www.p-portal.go.jp/how_to_use

負担軽減とコスト削減につながります。

https://www.p-portal.go.jp/how_to_use
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